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分析を行い、その特徴を比較する。第５章では、OJT 担当者と OJT 対象者のペ
アデータを用いて、計画的 OJTと諸要因の関連についての分析を示す。ここで














































 本章では、OJT に関する先行研究の検討を行う。まず、計画的 OJT 及び OJT
に関する研究の動向を概観する。次に、計画的 OJT のタイプ、OJT の有効性、
分析の対象、効果の測定や影響要因等についての検討を行う。その上で、計画
的 OJT の効果に関する先行研究の成果及び課題を整理する。 
 



























al.(1990)の実業家による計画的 OJT の実施、Barron et al. (1999)の生産性と
OJTの関係や Jong et al.(2001)の OJT のタイプに関する研究は存在する。しか
し、OJT の実態把握、有効性に関する検証の蓄積が不十分な状況である。 
   
2.2 計画的 OJT のタイプの検討 

















OJT の内容、デザイン等で表現されている。先行研究では、計画的 OJT に焦点
は当てられていないが、OJT の内容に意図的、計画的という計画的 OJT の内容
が含まれている。本研究では、実施する計画的 OJT の内容を計画的 OJTのタイ
プとする。 
 
表 2.1 計画的 OJTのタイプの類型化 
 
2.3 OJTの有効性の検討 











項目/分類 職務指導 徒弟制 探究 自己評価 









































































2.4  分析の対象    
OJT に関する先行研究において、対象とする職務経験において以下の内容が




































パフォーマンスに関する研究の Campbell(1990)、Campbell et al.(1993)に




















































2.7.1  先行研究の分類 
先に概観した OJTに関する先行研究を分類し、表 2.2にまとめた。縦軸の上
段に計画的 OJTと下段に OJTに分けて示した。横軸では、各研究に関して、計








つの計画的 OJTのタイプが示されている。計画的 OJT 及び OJTに関するその他
のタイプについては、類似性に着目して、直接指導、職場学習、観察学習、経
験学習に類型化した。直接指導とは、犬塚(2009)で「業務に関する直接的な指



























表 2.2 先行研究の分類 
 
 







































































部下育成能力 担 当 者
(上司) 
中原(2010) 職場学習 ７因子「取組姿勢、他」 ６能力 対象者 
松尾(2011) 経験学習 ４指導スキル  担当者 
管理職 







































先行研究において、調査対象は OJT を実施する OJT 担当者、または、OJT を受
けた OJT対象者の一方である。犬塚(2009)では、ソシオメトリック・データが
用いられているが、OJT の成立条件に焦点が当てられることに留まっている。




































図 2.2 先行研究における課題と本論文の章構成 
 
 










画的 OJT を研究の範囲として扱うこととする。 
①OJTの有効性に関
する実証研究 
②計画的 OJT のタイプ 
③計画的 OJT の効果
の測定 


































































































第 3 章  
 
計画的 OJT が効果に与える影響 
 











































仮説３：仮説１・２において、OJT 担当者と OJT対象者には差がある。 

















 ※仮説２…点線  
※仮説３…OJT担当者及び OJT対象者の計画的 OJT の効果モデルの比較 


























3.2.3 測定尺度  
以下では、測定尺度の設定に関する経緯を詳述する。そして、各概念の測定
尺度の内容を表 3.1、表 3.2にまとめる。 
 















































表 3.1 OJT 担当者の構成概念と下位次元の測定尺度 
項
目 







































































































































































表 3.2 OJT 対象者の構成概念と下位次元の測定尺度 
項
目 








































































































































































































した。この調査の実施期間は、第１回目が、2012 年８月 23 日から９月 14 日、
第２回目が、2013年７月 26日から８月 31日であった。第３回目が、2014年７
月 22日から８月 31日である。第 1回目は、OJT担当者に 110部、OJT 対象者に
140部を、第２回目は、OJT担当者に 158 部、OJT対象者に 272部、第３回目は、
OJT担当者に 120部、OJT対象者に 160 部を配布した。 
回答総数は、第１回目が、OJT担当者 43部、OJT 対象者 62部、第２回目が、





タが 182 名分である。調査協力者の概要は OJT担当者群を表 3.3、OJT 対象者群
を表 3.4 に示した。また、各群のデモグラフィックデータをそれぞれ、図 3.3、







表 3.4 OJT 対象者群の属性（N=182） 
 
経験年数 １年目 N=７５ ２年目 N=６２ ３年目 N=４５ 
項目 内容／調査年度 2012 2013 2014 2012 2013 2014 2012 2013 2014 
総数 34 29 12 18 32 12 12 20 13 
性別 
男 11 9 5 7 11 5 5 9 8 
女 23 20 7 11 21 7 7 11 5 
年齢 
２０代 27 25 8 12 28 10 9 18 8 
３０代 6 3 3 4 3 2 2 2 5 
４０代 1 1 1 2 1 0 1 0 0 
職層 
教諭 11 1 4 4 3 0 2 3 1 
主任教諭 19 20 5 13 20 10 5 14 5 
主幹教諭 4 8 3 1 9 2 5 3 7 
組織
規模 
１２学級未満 13 3 2 3 7 1 10 7 1 
１２学級以上～１８学級未満 11 12 1 9 14 2 1 8 2 
１８学級以上 10 14 9 6 11 9 1 5 10 
 
 
表 3.3  OJT担当者群の属性（N=124） 
 
経験年数 １年目 N=４６ ２年目 N=３６ ３年目 N=４２ 
項目 内容／調査年度 2012 2013 2014 2012 2013 2014 2012 2013 2014 
総数 19 17 10 11 17 8 13 15 14 
性別 
男 7 5 2 3 6 2 4 5 8 
女 12 12 8 8 11 6 9 10 6 
年齢 
２０代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
３０代 3 8 4 2 3 2 4 5 4 
４０代 10 3 1 6 10 3 2 5 7 
５０代以上 6 6 5 3 4 3 7 5 3 
職層 
教諭 4 1 2 3 2 0 1 2 1 
主任教諭 11 11 5 7 6 4 7 10 3 
主幹教諭 4 5 3 1 9 4 5 3 10 
組織
規模 
１２学級未満 5 6 1 1 8 1 5 5 0 
１２学級以上～１８学級未満 5 8 2 4 3 2 5 5 2 























回収されたデータについての基本統計量について表 3.5、表 3.6 に示す。表
には、平均値と標準偏差についてまとめている。平均＋SD（標準偏差）の値が
最大値（５件法の場合は５）を超えるとき天井効果ありと判断する。 
OJT 担当者群の天井効果は、計画的 OJT のタイプで６項目、部下育成態度と

























表 3.5 OJT担当者群の基本統計量（N=124） 
項
目 











(1) 授業に関する知識・技術について直接指導を行った 4.508  .618 
(2) 児童の生活指導に関する知識・技術について直接指導を行った 4.516 .605 
(3) 校務に関する知識・技術について直接指導を行った 3.282 .691 
(4) 外部との折衝に関する知識・技術について直接指導を行った 4.242 .896 
(5) 生活や仕事態度についてのアドバイスを与えた 3.903 .991 
(6) 担当している仕事についての意義や意味を伝えた 3.903 .645 
(7) 同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担について指導を行った 4.121 .698 
(8) 仕事の全体像を伝えた 4.202 .723 
(9) あなた自身の授業や仕事の様子を観察する機会を与えた 4.073 .724 
(10) 授業や仕事の様子を観察する際のポイントについての指導を行った 4.355 .780 
(11) 職場の他の先輩や同僚からも指導を受けられるよう配慮した 4.024 .808 
(12) 指導状況を職場メンバーと共有した 4.073 .974 
(13) 仕事を進めるために必要となる情報を集めるよう指導を行った 3.540 .853 
(14) 仕事における改善案を考えさせた 3.710 .830 
(15) 特定の仕事について責任を与えた 3.863 .837 
(16) 問題を解決する場面を与え、指導を行った 4.177 .899 
(17) 自分が成長していくための仕事上での目標のたて方について指導を行った 3.669 .920 
(18) 自分が成長していくための仕事上での計画のたて方について指導を行った 3.419 .950 











(1) より適切な授業計画や授業実施ができるようになった 4.000 .765 
(2) より適切な生活指導ができるようになった 3.895 .805 
(3) 校務に参画することができるようになった 4.234 .711 
(4) より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるようになった 3.944 .747 
(5) 仕事における目標を見出すことができるようになった 3.927 .723 
(6) 目標達成のための手立てを具体的に考えることができるようになった 3.984 .754 
(7) 目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるようになった 4.185 .830 
(8) 場当たり的に職務に取り組むようになった 2.113 1.091 
(9) 仕事全体の進捗状況を把握することができるようになった 3.782 .802 
(10) 進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができるようになった 3.734 .837 
(11) 仕事内容を検討し問題を抽出することができるようになった 3.605 .805 


















(16) 常に自己啓発に努めるようになった 3.798 .816 
(17) 困難な業務や業務の改善に意欲的に取り組むことができようになった 3.911 .755 
(18) 課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった 3.790 .768 
(19) 率先して仕事の問題を解決するようになった 3.863 .839 
(20) 積極的に困難な仕事に取り組むようになった 3.734 .875 
(21) 期待以上に一生懸命働くようになった 3.903 .949 
(22) 自己修練と自己管理を実践するようになった 3.677 .760 
(23) 重要な職務には細心の注意を払うようになった 3.726 .810 
(24) やりがいのある職務に割り当ててもらえるように求めるようになった 3.516 .888 












(1) 言葉と態度で存在を認めた 4.331 .783 
(2) 長所、短所に応じて指導を行った 4.065 .843 
(3) 良かった点、成長した点を認めた 4.468 .630 
(4) 成長を期待していることを伝えた 4.371 .680 
(5) 成功、失敗に関わらず、まずはねぎらった 4.290 .784 
(6) 取り組みに関して無関心であった 1.540 .820 
(7) OJT 対象者の立場にたって、話を聞いたり、話をしたりした 4.040 .715 
(8) 問いかけに肯定的に反応した 4.097 .715 
(9) 成功失敗の原因を自分の言葉で語らせた 3.774 .854 
(10) 成功失敗のパターンを認識させた 3.258 .945 
(11) よりよい方法を考えさせた 3.871 .754 
(12) 職場のビジョンを説明した 3.298 .883 
(13) 現在の仕事が今後どのように生きるのか教えた 3.669 .952 
(14) 成長のイメージをもたせた 3.645 .885 
(15) 緊張を緩和するように接した 3.944 .931 
(16) いつでも相談にのった 4.347 .675 
(17) 仕事に対してチャレンジする姿を見せた 4.081 .792 
(18) あなた自身が、手本となるような仕事をするよう心がけた 4.161 .769 
(19) 少し背伸びをして届く目標をもたせた 3.508 .851 
(20) 適度なストレスとなる難易度の仕事を与えた 3.089 .988 
(21) 仕事が完了するまでまった 3.863 .830 




(1) 計画書が作成されていた 3.355 1.332 
(2) 担当者、対象者が定められていた 4.452 .923 
(3) 期間、内容が具体的に定められていた 3.629 1.122 
(4) 段階的に実施されていた 3.306 1.061 

















表 3.6 OJT対象者群の基本統計量（N=182） 
項
目 











(1) 授業に関する知識・技術について直接指導を受けた 4.451 .844 
(2) 児童の生活指導に関する知識・技術について直接指導を受けた 4.462 .871 
(3) 校務に関する知識・技術について直接指導を受けた 4.082 1.077 
(4) 外部との折衝に関する知識・技術について直接指導を受けた 4.011 1.087 
(5) 生活や仕事態度についてのアドバイスを受けた 3.973 1.100 
(6) 担当している仕事についての意義や意味を伝えられた 3.934 1.145 
(7) 同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担について指導を受けた 4.066 1.039 
(8) 仕事の全体像を伝えられた 3.846 1.081 
(9) OJT 担当者の授業や仕事の様子を観察する機会を与えられた 4.203 1.045 
(10) 授業や仕事の様子を観察する際のポイントについての指導を受けた 3.918 1.092 
(11) 職場の他の先輩や同僚からも指導を受けられるよう配慮された 4.214 .999 
(12) OJT 担当者は、指導状況を職場メンバーと共有していた 3.659 1.090 
(13) 仕事を進めるために必要となる情報を集めるよう指導をうけた 3.874 1.108 
(14) 仕事における改善案を考えさせられた 4.027 1.095 
(15) 特定の仕事について責任を与えられた 4.225 .985 
(16) 問題を解決する場面を与えられ、指導を受けた 3.912 1.114 
(17) 自分が成長していくための仕事上での目標のたて方について指導を受けた 3.758 1.121 














(1) より適切な授業計画や授業実施ができるようになった 3.989 .751 
(2) より適切な生活指導ができるようになった 3.984 .761 
(3) 校務に参画することができるようになった 3.934 .755 
(4) より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるようになった 3.890 .728 
(5) 仕事における目標を見出すことができるようになった 3.918 .853 
(6) 目標達成のための手立てを具体的に考えることができるようになった 3.874 .808 
(7) 目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるようになった 3.956 .749 
(8) 場当たり的に職務に取り組むようになった 2.714 1.115 
(9) 仕事全体の進捗状況を把握することができるようになった 3.824 .707 
(10) 進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができるようになった 3.835 .694 
(11) 仕事内容を検討し問題を抽出することができるようになった 3.604 .792 


















(16) 常に自己啓発に努めるようになった 3.709 .826 
(17) 困難な業務や業務の改善に意欲的に取り組むことができようになった 3.824 .658 
(18) 課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった 3.659 .709 
(19) 率先して仕事の問題を解決するようになった 3.764 .724 
(20) 積極的に困難な仕事に取り組むようになった 3.473 .748 
(21) 期待以上に一生懸命働くようになった 3.396 .726 
(22) 自己修練と自己管理を実践するようになった 3.637 .744 
(23) 重要な職務には細心の注意を払うようになった 4.049 .715 
(24) やりがいのある職務に割り当ててもらえるように求めるようになった 3.352 .890 












(1) 言葉と態度で存在を認めてくれた 4.434 .830 
(2) 長所、短所に応じて指導してくれた 4.308 .869 
(3) 良かった点、成長した点を認めてくれた 4.434 .882 
(4) 成長を期待していることを伝えられた 4.264 .979 
(5) 成功、失敗に関わらず、まずはねぎらってくれた 4.379 .895 
(6) 取り組みに無関心であった 1.621 1.011 
(7) あなたの立場にたって、話を聞いたり、話をしたりしてくれた 4.335 .912 
(8) 問いかけに肯定的に反応してくれた 4.374 .843 
(9) 成功失敗の原因を自分の言葉で語らせてくれた 4.071 .958 
(10) 成功失敗のパターンを認識させてくれた 3.901 .958 
(11) よりよい方法を考えさせてくれた 4.264 .832 
(12) 職場のビジョンを説明してくれた 3.610 1.096 
(13) 現在の仕事が今後どのように生きるのか教えてくれた 3.780 1.085 
(14) 成長のイメージをもたせてくれた 3.901 1.041 
(15) 緊張を緩和するように接してくれた 4.297 .969 
(16) いつでも相談にのってくれた 4.390 .920 
(17) 仕事に対してチャレンジする姿を見せてくれた 4.099 1.003 
(18) OJT 担当者は、手本となるような仕事ぶりをみせてくれた 4.412 .892 
(19) 少し背伸びをして届く目標をもたもたせてくれた 3.923 .977 
(20) 適度なストレスとなる難易度の仕事を与えてくれた 3.846 .939 
(21) 仕事が完了するまでまってくれた 3.962 1.064 




(1) 計画書が作成されていた 3.577 1.305 
(2) 担当者、対象者が定められていた 4.308 .983 
(3) 期間、内容が具体的に定められていた 3.500 1.150 
(4) 段階的に実施されていた 3.440 1.124 















3.4 職務経験による計画的 OJT の効果の分析 
































表 3.7 計画的 OJT のタイプの因子分析の結果（OJT 担当者 N=124） 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
・自分が成長していくための仕事上での計画のたて方について指
導を行った 
.901 .275 .189 
・自分が成長していくための仕事上での目標のたて方について指
導を行った 
.866 .254 .218 
・自分が成長していくための仕事上での自己評価の仕方について
指導を行った 
.765 .446 ― 
・問題を解決する場面を与え、指導を行った .650 .221 .340 
・担当している仕事についての意義や意味を伝えた .276 .844 .212 
・仕事の全体像を伝えた .242 .557 .193 
・同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担について指導を行
った 
.303 .519 .430 
・生活や仕事態度についてのアドバイスを与えた .318 .485 .281 
・児童の生活指導に関する知識・技術について直接指導を行った ― .132 .801 
・授業に関する知識・技術について直接指導を行った .195 .209 .647 
・校務に関する知識・技術について直接指導を行った .187 .238 .594 
負荷量の平方和 2 976 2.035 1.960 
寄与率 .271 .185 .178 
累積寄与率 .271 .455 .634 
 
 













表 3.8 計画的 OJT のタイプの因子分析の結果（OJT 対象者 N=182） 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
・自分が成長していくための仕事上での目標のたて方について指導を
受けた 
.891 .312 .279 
・自分が成長していくための仕事上での計画のたて方について指導を
受けた 
.818 .318 .293 
・自分が成長していくための仕事上での自己評価の仕方について指導
を受けた 
.789 .363 .355 
・生活や仕事態度についてのアドバイスを受けた .281 .862 .196 
・同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担について指導を受けた .412 .632 .338 
・担当している仕事についての意義や意味を伝えられた .380 .619 .409 
・校務に関する知識・技術について直接指導を受けた .277 .605 .447 
・外部との折衝に関する知識・技術について直接指導を受けた .296 .550 .464 
・OJT 担当者の授業や仕事の様子を観察する機会を与えられた .285 .248 .737 
・職場の他の先輩や同僚からも指導を受けられるよう配慮された .395 .196 .666 
・授業に関する知識・技術について直接指導を受けた .146 .383 .654 
・OJT 担当者は、指導状況を職場メンバーと共有していた .451 .425 .560 
負荷量の平方和 3.104 2.950 2.753 
寄与率 .259 .246 .229 



































表 3.9 タスクパフォーマンスの因子分析の結果（OJT 担当者 N=124） 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
・より適切な授業計画や授業実施ができるようになった .786 .193 .276 
・より適切な生活指導ができるようになった .743 .310 .340 
・目標達成のための手立てを具体的に考えることができるようになっ
た 
.695 .276 .409 
・目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるようになった .639 .332 .289 
・校務に参画することができるようになった .606 .397 .224 
・より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるようになった .592 .388 .290 
・課題に対して自ら意思決定し、実行することができるようになった .574 .441 .309 
・仕事における目標を見出すことができるようになった .521 .316 .365 
・進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができるようになっ
た 
.339 .798 .369 
・仕事全体の進捗状況を把握することができるようになった .365 .784 .323 
・仕事に必要な情報を収集・分析することができるようになった .323 .374 .708 
・仕事内容を検討し問題を抽出することができるようになった .419 .299 .706 
・複数の案や問題点に関し、それぞれの重要度、緊急度、効果等を判
断することができるようになった 
.480 .414 .503 
負荷量の平方和 4.139  2.574 2.298 
寄与率   .318   .198 .177 



















表 3.10 タスクパフォーマンスの因子分析の結果（OJT 対象者 N=182） 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
・仕事内容を検討し問題を抽出することができるようになった .795 .134 .273 
・仕事に必要な情報を収集・分析することができるようになった .756 .329 .230 
・進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができるようになっ
た 
.668 .280 .303 
・複数の案や問題点に関し、それぞれの重要度、緊急度、効果等を判
断することができるようになった 
.628 .257 .204 
・課題に対して自ら意思決定し、実行することができるようになった .556 .312 .249 
・目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるようになった .314 .809 .233 
・目標達成のための手立てを具体的に考えることができるようになっ
た 
.318 .778 .281 
・仕事における目標を見出すことができるようになった .237 .772 .295 
・より適切な生活指導ができるようになった .373 .288 .737 
・より適切な授業計画や授業実施ができるようになった .290 .359 .708 
・より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるようになった .448 .265 .475 
負荷量の平方和 4.139  2.507 1.812 
寄与率   .276   .228 .165 













表 3.12 文脈的パフォーマンスの因子分析の結果（OJT 対象者 N=182） 
項目 Ⅰ Ⅱ 
・率先して仕事の問題を解決するようになった .729 .324 
・自己修練と自己管理を実践するようになった .691 .303 
・課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった .668 .301 
・常に自己啓発に努めるようになった .663 .218 
・積極的に困難な仕事に取り組むようになった .646 .336 




・職場内で職務に関する情報を共有できるようになった .256 .928 




負荷量の平方和 3.205 2.076 
寄与率 .320 .208 
累積寄与率 .320 .528 
表 3.11 文脈的パフォーマンスの因子分析の結果（OJT 担当者 N=124） 
項目 Ⅰ Ⅱ 
・職場内で職務に関する情報を共有できるようになった .749 .426 




・期待以上に一生懸命働くようになった .613 .455 
・課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった .318 .816 
・常に自己啓発に努めるようになった .456 .670 
・困難な業務や業務の改善に意欲的に取り組むことができようになった .463 .663 
・やりがいのある職務に割り当ててもらえるように求めるようになった .450 .499 
負荷量の平方和 2.680 2.487 
寄与率 .335 .311 


















表 3.13 部下育成態度の因子分析の結果（OJT 担当者 N=124） 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
・現在の仕事が今後どのように生きるのか教えた .859 .169 ― 
・成長のイメージをもたせた .755 .199 .204 
・職場のビジョンを説明した .660 ― .205 
・成功失敗のパターンを認識させた .585 ― .167 
・よりよい方法を考えさせた .573 .303 .167 
・成功失敗の原因を自分の言葉で語らせた .486 .277 .244 
・良かった点、成長した点を認めた .187 .771 .225 
・言葉と態度で存在を認めた ― .760 .120 
・長所、短所に応じて指導を行った .297 .630 .229 
・成長を期待していることを伝えた .374 .592 .245 
・緊張を緩和するように接した .120 .510 ― 
・成功、失敗に関わらず、まずはねぎらった ― .492 .222 
・適度なストレスとなる難易度の仕事を与えた .149 ― .666 
・少し背伸びをして届く目標をもたせた .435 .180 .599 
・仕事が完了するまでまった .163 .333 .588 
・仕事に対してチャレンジする姿を見せた .281 .369 .558 
負荷量の平方和 3.251  2.953 1.888 
寄与率   .203   .185 .118 



















表 3.14 部下育成態度の因子分析の結果（OJT 対象者 N=184） 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
・良かった点、成長した点を認めてくれた .871 .284 .209 
・言葉と態度で存在を認めてくれた .742 .342 .295 
・成功、失敗に関わらず、まずはねぎらってくれた .742 .231 .245 
・成長を期待していることを伝えられた .734 .314 .275 
・長所、短所に応じて指導してくれた .657 .439 .235 
・職場のビジョンを説明してくれた .292 .797 .253 
・現在の仕事が今後どのように生きるのか教えてくれた .365 .772 .295 
・成長のイメージをもたせてくれた .424 .740 .299 
・少し背伸びをして届く目標をもたもたせてくれた .311 .650 .415 
・成功失敗のパターンを認識させてくれた .292 .615 .357 
・仕事に対してチャレンジする姿を見せてくれた .452 .486 .436 
・仕事が完了するまでまってくれた .275 .390 .677 
・一旦指示したら、その後はまかせてくれた .242 .175 .635 
・適度なストレスとなる難易度の仕事を与えてくれた .189 .326 .570 
負荷量の平方和 5.391  3.378 2.238 
寄与率   .270   .261 .160 
累積寄与率 .270  .531 .691 
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3.4.2  各因子間の相関 







表 3.15 変数の相関、平均、標準偏差（OJT 担当者 N=124） 
















4.422 .528 .419** .522** ―       
4 対応 4.010 .634 .230*** .204*** .214*** ―      
5 状況判断 3.634 .729 .171 .103 .139 .795 ―     












4.245 .565 .462*** .403*** .475*** .568*** .425*** .458*** .482*** .448*** ― 
10 委任 3.635 .676 .562*** .356*** .283* .431*** .417*** .334*** .401*** .518*** .518*** 
***p<.001,**p<.01,*p<.05 
表 3.16 変数の相関、平均、標準偏差（OJT 対象者 N=184） 















4.132 .842 .708***  .764***  ―        
4 状況判断 3.725 .597 .433***  .428***  .447***  ―       




3.954 .648 .480***  .507***  .550***  .692***  .650***  ―     
7 専念 3.616 .554 .419***  .420***  .403***  .744***  .651***  .576***  ―    








3.863 .917 .699***  .742***  .714***  .472***  .611***  .623***  .488***  .416***  .752***  ― 
11 委任 3.985 .807 .525***  .576***  .588***  .400***  .544***  .584***  .394***  .372***  .585***  .692***  
***p<.001,**p<.01,*p<.05 
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3.4.3  計画的 OJT における諸要因の関係 





対象者群の共分散構造分析の結果を表 3.17及び表 3.18 に示す。 
































対応 ← 専門分野に関する指導 -.138 .085 .219 
 
 
状況判断 ← 専門分野に関する指導 -.132 .106 .276 
 
 
協力 ← 専門分野に関する指導 -.173 .107 .152 
 
 
挑戦的態度 ← 専門分野に関する指導 -.124 .095 .291 
 
 
対応 ← 社会化のための指導 .031 .106 .763 
 
 
状況判断 ← 社会化のための指導 -.055 .131 .618 
 
 
協力 ← 社会化のための指導 -.045 .132 .679 
 
 


















-.088 .136 .367 
 
直接効果 挑戦的態度 ← 
自己主導型学習に関する
指導 
-.192 .121 .042 ** 
間接効果 展望の示唆 ← 専門分野に関する指導 .491 .073 *** 
間接効果 肯定的関与 ← 専門分野に関する指導 .306 .067 .002 ** 
間接効果 委任 ← 専門分野に関する指導 .568 .079 *** 
 展望の示唆 ← 社会化のための指導 .096 .107 .324 
 
 肯定的関与 ← 社会化のための指導 .048 .097 .65 
 
 委任 ← 
自己主導型学習に関する
指導 
.075 .105 .475 
 
 展望の示唆 ← 
自己主導型学習に関する
指導 






.307 .089 *** 
 
対応 ← 展望の示唆 -.019 .092 .848 
 
 状況判断 ← 展望の示唆 .008 .114 .940  






















 挑戦的態度 ← 展望の示唆 -.064 .103 .526  
間接効果 対応 ← 肯定的関与 .523 .104 *** 
間接効果 状況判断 ← 肯定的関与 .348 .130 *** 
間接効果 協力 ← 肯定的関与 .480 .131 *** 
間接効果 挑戦的態度 ← 肯定的関与 .452 .117 *** 
間接効果 対応 ← 委任 .252 .089 .008 ** 
間接効果 状況判断 ← 委任 .338 .111 .001 ** 
間接効果 協力 ← 委任 .220 .112 .032 * 
間接効果 挑戦的態度 ← 委任 .262 .100 .009 ** 
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← 自己主導型学習に関する指導 .158 .059 .132  
直接効果 目標設定 ← 自己主導型学習に関する指導 .229 .064 .013 * 
 状況判断 ← 自己主導型学習に関する指導 .033 .056 .713  
 専念 ← 自己主導型学習に関する指導 .161 .055 .125  




← 校務に関する指導 .011 .074 .926  
 目標設定 ← 校務に関する指導 -.005 .081 .961  
 状況判断 ← 校務に関する指導 -.044 .070 .661  
 専念 ← 校務に関する指導 .028 .069 .808  




← 参与観察による専門分野指導 .104 .080 .359  
 目標設定 ← 参与観察による専門分野指導 .071 .087 .479  
 状況判断 ← 参与観察による専門分野指導 .147 .076 .135  
 専念 ← 参与観察による専門分野指導 -.027 .074 .814  
直接効果 協力 ← 参与観察による専門分野指導 .229 .083 .047 ** 
 肯定的関与 ← 自己主導型学習に関する指導 -.115 .060 .156  
 委任 ← 自己主導型学習に関する指導 .125 .069 .165  
間接効果 展望の示唆 ← 自己主導型学習に関する指導 .212 .055 *** 
間接効果 肯定的関与 ← 校務に関する指導 .364 .077 *** 
間接効果 展望の示唆 ← 校務に関する指導 .379 .075 *** 
間接効果 委任 ← 校務に関する指導 .303 .078 *** 












間接効果 肯定的関与 ← 参与観察による専門分野指導 .450 .083 *** 




← 肯定的関与 .133 .078 .196  
 目標設定 ← 肯定的関与 .076 .085 .404  
 状況判断 ← 肯定的関与 .111 .073 .213  
 専念 ← 肯定的関与 .190 .072 .065  




← 展望の示唆 .116 .085 .373  
 目標設定 ← 展望の示唆 .216 .092 .059  
間接効果 状況判断 ← 展望の示唆 .266 .080 .018 * 
 専念 ← 展望の示唆 .180 .078 .165  




← 委任 .091 .066 .310  
間接効果 目標設定 ← 委任 .194 .072 .014 ** 
間接効果 状況判断 ← 委任 .257 .062 *** 
 専念 ← 委任 .073 .061 .415  
 協力 ← 委任 .108 .068 .236  
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3.5 データ分析結果の考察 
ここでは、OJT 担当者群と OJT 対象者群の探索的因子分析、及び、共分散構
造分析の結果についての考察を行う。OJT 担当者及び OJT 対象者の結果の差異
を明確にして解釈するために探索的因子分析により抽出した因子名を表 3.19
に示す。加えて OJT担当者群及び OJT 対象者群の共分散構造分析の結果を計画
的 OJT の効果モデルとして図 3.5、図 3.6 に示す。計画的 OJT の効果モデルの
図においては、有意なパスのみパス係数を記載する。 
探索的因子分析の結果より、OJT 担当者群と OJT 対象者群の因子分析の結果
では、計画的 OJTのタイプ、パフォーマンス、部下育成態度の因子において差
が見られた。 





























表 3.19  探索的因子分析の結果 
因子名 № OJT 担当者 OJT 対象者 
計画的 OJT の
タイプ 
１ 自己主導型学習に関する指導 自己主導型学習に関する指導 
２ 社会化のための指導 校務に関する指導 
３ 専門分野に関する指導 参与観察による専門分野指導 
タスクパフォ
ーマンス 
１ 対応 状況判断 
２ 状況判断 目標設定 
  知識・技能の活用 
文脈的パフォ
ーマンス 
１ 協力 専念 




１ 展望の示唆 肯定的関与 
２ 肯定的関与 展望の示唆 




の直接効果についてである。OJT 担当者群では、計画的 OJT のタイプの自己主
導型学習に関する指導が文脈的パフォーマンスの挑戦的態度を負に規定してお



































































適合度：GFI=.998, AGFI=.874, CFI=.999, RMSEA=.0, AIC=108.651 
***p<.001,**p<.01,*p<.05 






肯定的関与 展望の示唆 委 任 
















































適合度：GFI=.999, AGFI=.942, CFI=1.000, RMSEA=.090, AIC=131.916 
***p<.001,**p<.01,*p<.05 






展望の示唆 肯定的関与 委 任 
























3.6  まとめ 





















































































































4.4  職務経験による計画的 OJT の効果の分析 















     
 
表 4.1  回答者の属性 
属性 1 年目 N＝75（％） ２年目 N＝62 （％） 
性別 男性 25(33) 23(37) 
女性 50(67) 39(63) 
年齢 20 代 59(79) 52(84) 
30 代 12(16) 8(13) 
40 代以上 4(5) 2(3) 
OJT 担当者の職層 教諭 16(21) 7(11) 
主任教諭 44(59) 41(66) 
主幹教諭 15(20) 14(23) 
組織の規模 ６～11 学級 18(24) 10(16) 
12～17 学級 24(32) 26(42) 
18 学級以上 33(36) 26(42) 
64 
                n 
              y = ∑αixi  + β 
                            i=1 
 




4.4.2  職務経験別の因子分析の結果 
ここでは、職務経験別に各項目において行った探索的因子分析の結果を示す。 
 
(1)計画的 OJT のタイプ  







同様に、２年目の OJT 対象者群における計画的 OJT のタイプに関する 19項目
を得点化し、因子分析を行った。その結果、３因子が抽出された。いずれの因
子にも寄与しない５項目を除外して 14項目で再度因子分析を行った。その結果







表 4.2 計画的 OJTのタイプの因子分析の結果 
項目 
１年目(N=75) ２年目(N=62) 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
自分が成長していくための仕事上での
計画のたて方について指導を受けた 
.882 .308 .296 .296 .862 .233 
自分が成長していくための仕事上での
自己評価の仕方について指導を受けた 
.846 .389 .223 .280 .763 .455 
自分が成長していくための仕事上での
目標のたて方について指導を受けた 
.831 .324 .321 .154 .891 .367 
問題を解決する場面を与えられ、指導を
受けた 
.627 .469 .313 ― ― ― 
仕事における改善案を考えさせられた .582 .172 .471 ― ― ― 
校務に関する知識・技術について直接指
導を受けた 
.312 .810 .365 .616 .237 .480 
生活や仕事態度についてのアドバイス
を受けた 
.360 .731 .220 .297 .262 .716 
外部との折衝に関する知識・技術につい
て直接指導を受けた 
.391 .689 .338 .571 .231 .478 
担当している仕事についての意義や意
味を伝えられた 
.559 .574 .311 .367 .304 .682 
同僚と協力して職務に当たる際の役割
や分担について指導を受けた 
― ― ― .233 .330 .884 
授業に関する知識・技術について直接指
導を受けた 
.158 .449 .721 .777 .159 .242 
仕事を進めるために必要となる情報を
集めるよう指導を受けた 
.434 .122 .681 .583 .545 .330 
児童の生活指導に関する知識・技術につ
いて直接指導を受けた 
.166 .535 .680 .863 .162 .327 
OJT 担当者の授業や仕事の様子を観察す
る機会を与えられた 
.247 .206 .642 .816 .283 .253 
授業や仕事の様子を観察する際のポイ
ントについての指導を受けた 
.390 .290 .594 .611 .517 .116 
職場の他の先輩や同僚からも指導を受
けられるよう配慮された 
― ― ― .565 .498 .178 
負荷量の平方和 4.062 3.226 3.164 4.218   .443 2.997 
寄与率 .290 .230 .226 .301   .246 .214 








を表 4.3 に示す。２因子を抽出し、因子寄与率は 64.1％であった。第１因子お
よび第２因子をそれぞれ「目標設定」（α＝.90）「対応」（α＝.86）と解釈した。 
同様に、２年目の OJT 対象者群におけるタスクパフォーマンスに関する 14
項目を得点化し、因子分析を行った。その結果、２因子が抽出された。いずれ
の因子にも寄与しない１項目を除外して 13項目で再度因子分析を行った。結果






表 4.3 タスクパフォーマンスの因子分析の結果 
項目 
１年目(N=75) ２年目(N=62) 
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 
目標達成のための手立てを具体的に考えることができ
るようになった 
.925 .246 .344 .812 
仕事における目標を見出すことができるようになった .870 .236 .367 .794 
より適切な授業計画や授業実施ができるようになった .604 .353 .643 .438 
より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるよう
になった 
― ― .744 .261 
より適切な生活指導ができるようになった ― ― .693 .388 
校務に参画することができるようになった ― ― .672 .392 
目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるよ
うになった 
.745 .310 .331 .919 
進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができ
るようになった 
.192 .835 .826 .334 
複数の案や問題点に関し、それぞれの重要度、緊急度、
効果等を判断することができるようになった 
.226 .720 .641 .338 
仕事内容を検討し問題を抽出することができるように
なった 
.242 .681 .789 .218 
仕事全体の進捗状況を把握することができるようにな
った 
.250 .677 .752 .345 
仕事に必要な情報を収集・分析することができるよう
になった 
.396 .632 .730 .415 
課題に対して自ら意思決定し、実行することができる
ようになった 
― ― .577 .275 
負荷量の平方和 2.897 2.871 5.408 3.338 
寄与率 .322 .319 .416 .257 





職務経験１年目の OJT 対象者群における文脈的パフォーマンスに関する 13
項目を得点化し、因子分析を行った。その結果、２因子が抽出された。いずれ
の因子にも寄与しない６項目を除外して７項目で再度因子分析を行った。結果
を表 4.4 に示す。２因子を抽出し、因子寄与率は 62.9％であった。第１因子を
「専心」（α＝.86）と解釈した。第２因子は、１項目のみの寄与であったため
不採用とした。 
同様に、２年目の OJT 対象者群における文脈的パフォーマンスに関する 13
項目を得点化し、因子分析を行った。その結果、２因子が抽出された。いずれ
の因子にも寄与しない４項目を除外して９項目で再度因子分析を行った。結果
を表 4.4 に示す。２因子を抽出し、因子寄与率は 65.8％であった。第１因子及
び第２因子をそれぞれ「自立」（α＝.89）、「連携」（α＝.89）と解釈した。 
 
表 4.4 文脈的パフォーマンスの因子分析の結果 
項目 
１年目(N=75) ２年目(N=62) 
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 
困難な業務や業務の改善に意欲的に取り組むことができよ
うになった 
.784 .316 .545 .566 
積極的に困難な仕事に取り組むようになった .718 .212 .734 .218 
率先して仕事の問題を解決するようになった .708 .209 .790 .287 
課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった .689 .317 .767 .282 
職場内で職務に関する情報を共有できるようになった .590 .467 .165 .984 
上から、指示、監督されなくとも自己の職務を自らの責任を
もって完遂することができるようになった 
.579 ― ― ― 
先輩、同僚と連携・協力して行動することができるようにな
った 
.142 .987 .368 .568 
常に自己啓発に努めるようになった ― ― .752 .211 
自己修練と自己管理を実践するようになった ― ― .710 .348 
負荷量の平方和 2.914 1.492 3.279 1.987 
寄与率 .416 .213 .410 .248 














表 4.5  1年目の OJT対象者の相関マトリックス(N=75) 
項目 M SD 1 2 3 4 5 
1 自己主導型学習に関する
指導 
4.067 .889      
2 社会化のための指導 4.233 .863 .784***     
3 参与観察を含む直接指導 4.485 .634 .721*** .721***    
4 目標設定 4.080 .645 .557*** .573*** .659***   
5 対応 3.744 .596 .361*** .516*** .516*** .573***  
6 専心 3.818 .505 .407*** .426*** .473*** .679*** .720*** 
***p<.001,**p<.01,*p<.05 
表 4.6  ２年目の OJT 対象者の相関マトリック(N = 62) 
項目 M SD 1 2 3 4 5 6 
1 参与観察を含む直
接指導 
4.030 .933       
2 自己主導型学習
に関する指導 
3.532 1.104 .693***      
3 社会化のための
指導 
3.715 1.134 .705*** .670***     
4 指導技術向上を含
む対応 
3.720 .624 .616*** .668*** .464***    
5 目標設定 3.737 .854 .487*** .617*** .531*** .699***   
6 自立 3.526 .693 .400*** .481*** .479*** .679*** .659***  
7 連携 3.822 .644 .461*** .481*** .297*** .781*** .646*** .634*** 
***p<.001,**p<.01,*p<.05 
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年目の OJT対象者群の結果をそれぞれ表 4.7と表 4.8に示す。 
















表 4.7 １年目の計画的 OJT の影響関係についての重回帰分析の結果(N＝75) 
 説明変数 
 ＜タスクパフォーマンス＞ ＜文脈的パフォーマンス＞ 
従属変数 目標設定 対応 専心 
＜計画的 OJTのタイプ＞ β t β t β t 
自己主導型学習に関する指導 .085 .559 −.269 1.609 .057 .318 
社会化のための指導 .158 1.041 .447** 2.670 .146 .815 
参与観察を含む直接指導 .484*** 3.578 .388* 2.589 .327** 2.042 
決定係数（R2） .456*** .334*** .330*** 
***p<.001,**p<.01,*p<.05 
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表 4.8 ２年目の計画的 OJT の影響関係についての重回帰分析の結果(N＝62) 
 説明変数 
 ＜タスクパフォーマンス＞ ＜文脈的パフォーマンス＞ 
従属変数 指導技術向上を
含む対応 
目標設定 自立 連携 
＜計画的 OJTのタイプ＞ β t β t β t β t 
参与観察を含む直接指導 .352* 2.438 .020 .126 −.299 .002 .334* 1.93 
自己主導型学習に関する
指導 
.507*** 3.677 .466** 3.102 .292 1.758 .379* 2.289 
社会化のための指導 -.240 -.888 .204 1.338 .285 1.694 -.193 -1.148 








4.5.1 因子分析における職務経験１年目と２年    
目の OJT対象者の差 
 











































































































































































































































以上より、本章では、OJT 担当者と OJT 対象者の意識レベルに焦点を当て、




5.2.1  分析仮説 





仮説１：計画的 OJT のタイプと計画性には関連が見られる。 
     
仮説２：計画的 OJT のタイプは、パフォーマンスに直接効果を示す。 
 
仮説３：計画性と計画的 OJTのタイプに関する OJT 担当者と OJT 対象者の認
識がパフォーマンスに影響を及ぼす。 
 
仮説４：OJT 担当者と OJT 対象者の双方の計画的 OJT の意識レベルは、OJT
担当者が行う部下育成態度に影響を及ぼす。  
 
5.2.2  本章で用いる分析について 






担当者と OJT対象者の双方の認識における計画的 OJT の直接効果の存在につい
て重回帰分析によって明らかにする。第３に計画性と計画的 OJTのタイプに関
する OJT 担当者と OJT 対象者の認識レベルがパフォーマンスに及ぼす影響につ
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              y = ∑αixi  + β 
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第３章で回収されたデータの内、分析対象としたのは、OJT 担当者と OJT 対
象者の 37組のペアデータ（合計 74名）である。３度にわたって実施して得た











効果を重回帰分析で、OJT 担当者と OJT 対象者の意識レベルが計画的 OJT に与
える影響について分散分析で検証を行う。各分析の結果を以下に示す。 
表 5.1 調査協力者の概要 
         OJT 担当者 OJT 対象者 
年齢 20 代   28(76%) 
30 代 9(24%)  9(24%) 
40 代 17(46%)   
50 代 10(27%)   
60 代 1(3%)   
性別 男性 11(30%)  17(56%) 
女性 26(70%)  20(54%) 
教員経験年数 0 年以上 10 年未満 8(22%) １年目 14(38%) 
10 年以上 20 年未満 9(24%) ２年目 8(22%) 
20 年以上 20(54%) ３年目 15(40%) 
職層 主幹教諭 13(35%) 教諭 37(100%) 
主任教諭 19(51%)   
教諭 5(14%)   
組織の規模 ６～11 学級  9(24%)  
12～17 学級  12(32%)  

















表 5.2 計画的 OJT のタイプに関する質問項目と因子分析の結果 





.892 .313 ― 
・同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担につ
いて指導を行った（受けた） 
.730 .238 .408 
・担当している仕事についての意義や意味を伝えた
（伝えられた） 
.726 .420 .235 
・校務に関する知識・技術について直接指導を行っ
た（受けた） 
.691 .385 ― 
・外部との折衝に関する知識・技術について直接指
導を行った（受けた） 
.659 .129 .362 
・仕事における改善案を考えさせた（させられた） .607 .463 .274 






.420 .830 .225 
・自分が成長していくための仕事上での計画のたて
方について指導を行った（受けた） 
.428 .778 .349 
・自分が成長していくための仕事上での自己評価の
仕方について指導を行った（受けた） 











 ― .243 .773 
・職場の他の先輩や同僚からも指導を受けられるよ
う配慮した（配慮された） 
.204 .146 .765 
・授業や仕事の様子を観察する際のポイントについ
ての指導を行った（受けた） 
.391 .248 .622 
・指導状況を職場メンバーと共有した／OJT 担当者
は、指導状況を職場メンバーと共有していた 
.316 .333 .589 
・授業に関する知識・技術について直接指導を行っ
た（受けた） 
.473 .149 .539 
 因子負荷二乗和 4.517 3.241 3.190 
 寄与率 .282 .203 .199 












表 5.3 タスクパフォーマンスに関する質問項目と因子分析の結果 
概 念 質問項目 因子 1 因子 2 因子 3 
状況把握 ・仕事全体の進捗状況を把握することができるように
なった 
.753 .257 .120 
・複数の案や問題点に関し、それぞれの重要度、緊急
度、効果等を判断することができるようになった 
.695 .107 .311 
・仕事内容を検討し問題を抽出することができるよう
になった 
.681 .303 .190 
・より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるよ
うになった 
.606 .162 .483 
・課題に対して自ら意思決定し、実行することができ
るようになった 




.562 .311 .317 
目標設定 ・目標達成のための手立てを具体的に考えることがで
きるようになった 
.479 .849 .108 
・目標達成に向けて、自主的に取り組むことができる
ようになった 
.254 .753 .336 
・仕事における目標を見出すことができるようになっ
た 
.182 .683 .515 
技能と知
識の獲得 
・校務に参画することができるようになった .312 .167 .680 
・より適切な授業計画や授業実施ができるようになっ
た 
.215 .502 .633 
・より適切な生活指導ができるようになった .384 .402 .624 
 因子負荷二乗和 3.171 2.625 2.256 
 寄与率 .264 .219 .188 













表 5.4 文脈的パフォーマンスに関する質問項目と因子分析の結果 
概 念 質問項目 因子 1 因子 2 




・課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった .740 .284 













・自己修練と自己管理を実践するようになった .219 .607 
 因子負荷二乗和 3.770 2.379 
 寄与率 .377 .238 












表 5.5 部下育成態度に関する質問項目と因子分析結果 
概 念 質問項目 因子 1 因子 2 因子 3 
委任 ・成功、失敗に関わらず、まずはねぎらってくれた .995 ― ― 
・成長を期待していることを伝えられた .656 .293 .309 
・一旦指示したら、その後はまかせてくれた .587 .129 .221 
・ あなたの立場にたって、話を聞いたり、話をした
りしてくれた 
.545 .226 .228 
展望の示
唆 
・職場のビジョンを説明してくれた .140 .956 .200 
・成長のイメージをもたせてくれた .457 .661 .361 
・成功失敗のパターンを認識させてくれ ― .542 .293 
肯定的関
与 
・成功失敗の原因を自分の言葉で語らせてくれた .183 .438 .877 
・言葉と態度で存在を認めてくれた .456 .255 .594 
・長所、短所に応じて指導してくれた .435 .293 .576 
 因子負荷二乗和 2.730 2.141 1.912 
 寄与率 .273 .214 .191 






5.3.2  計画的 OJT のタイプと計画性の相関関係 
計画的 OJTのタイプの各因子と計画性の尺度項目との相関分析による結果を
表 5.6 に示す。計画性の定義に関しては、第２章で触れたとおりである。校務








い相関が見られた。中でも継続的な実施には、最も高い値が示された。    







表 5.6 計画的 OJT のタイプと計画性についての相関分析の結果（N=37） 
 









計画書の作成 .157 .329* .392* .070 
担当者、対象者の決定 .173 .211 .358* .031 
期間や内容の具体的な決定 .268† .339* .485** -.065 
段階的な実施 .343* .419** .484** -.024 
継続的な実施 .474** .488** .621*** -.070 
OJT 担当者と対象者の年齢差 -.442 -.030 -.065 － 
†p<.1,*p<.05,**p<.01,***p<.001 
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5.3.3 ペアの認識の差  
ここでは、各因子における OJT担当者と OJT対象者のペアの意識の差を検討







値にある。つまり、OJT 担当者は OJT 対象者よりも、専心への認識が高いと推
測される。 












校務に関する指導 4(.11) 29(.78) 4(.11) 
自己主導型学習に
関する指導 
7(.19) 27(.73) 3(.08) 
参与観察による 
直接指導 3(.08) 33(.89) 5(.14) 
タスクパフォ
ーマンス 
状況把握 3(.08) 31(.84) 3(.08) 
目標設定 1(.03) 34(.92) 2(.05) 




2(.05) 30(.81) 5(.14) 
専心 3(.08) 23(.62) 11(.30) 
部下育成態度 肯定的関与 5(.14) 30(.81) 1(.03) 
展望の示唆 6(.16) 30(.81) 1(.03) 
委任 4(.11) 31(.84) 2(.05) 
計画性 計画書の作成 6(.16) 27(.73) 4(.11) 
役割の決定 5(.14) 30(.81) 2(.05) 
内容・期間の決定 6(.16) 22(.59) 2(.05) 
段階的実施 4(.11) 29(.78) 4(.11) 
継続的実施 6(.16) 28(.76) 3(.08) 
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表 5.8 計画的 OJT のタイプのタスクパフォーマンスに対する重回帰分析の結果（N=37） 
 従属変数 
説明変数 状況把握 目標設定 技能と知識の獲得 
計画的 OJT のタイプ β t β t β t 
校務に関する指導 .071 .273 .411† 1.956 .201 .980 
自己主導型学習に関する指導 -.088 -.322 -.186 -.843 -.364 -1.684 
参与観察による直接指導 .289 1.25 .443* 2.371 .732*** 4.006 
決定係数(R2) -.005 .347*** .375*** 
†p<.1,*p<.05,**p<.01,***p<.001 
 
表 5.9 計画的 OJT のタイプの文脈的パフォーマンスに対する重回帰分析の結果（N=37） 
 従属変数 
説明変数 自立 専心 
計画的 OJT のタイプ β t β t 
校務に関する指導 .183 .742 -.005 -.174 
自己主導型学習に関する指導 -.157 -.608 .143 .508 
参与観察による直接指導 .398† 1.822 .008 .333 
決定係数(R2) .106† -.059 
†p<.1,*p<.05,**p<.01,***p<.001 
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5.3.5 計画性と計画的 OJT のタイプにおける認識 
  が及ぼすパフォーマンスへの影響 
 
























































図 5.5 内容・期間の決定とタスクパフォーマンスの結果 図 5.6 内容・期間の決定と文脈的パフォーマンスの結果 

























図 5.7 段階的な実施とタスクパフォーマンスの結果 図 5.8 段階的な実施と文脈的パフォーマンスの結果 
図 5.9 継続的な実施とタスクパフォーマンスの結果 図 5.10 継続的な実施と文脈的パフォーマンスの結果 
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表 5.10  計画性と計画的 OJT のタイプのタスクパフォーマンスに対する分散分析結果 
計画性の尺度 主効果／交互作用 F value Pr(>F) 有意水準 
 
計画書の作成 
主効果 1.092  .304  
計画的 OJT のタイプ 3.810 .050 † 
交互作用 .105  .748  
 
役割の決定 
主効果 4.817   .035 * 
計画的 OJT のタイプ 8.548  .006  ** 
交互作用 3.524  .069 † 
 
内容、期間の決定 
主効果 2.157  .151  
計画的 OJT のタイプ 3.492  .071 † 
交互作用 1.060  .311  
 
段階的な実施 
主効果 3.734  .062 † 
計画的 OJT のタイプ 1.349  .254  
交互作用効果 .112  .740  
 
継続的な実施 
主効果 10.265  .003  ** 
計画的 OJT のタイプ .403  .530  
交互作用 .018  .894  
†p<.1,*p<.05,**p<.01,***p<.001 
 
表 5.11 計画性と計画的 OJT のタイプの文脈的パフォーマンスに対する分散分析結果 
計画性の尺度 主効果／交互作用 F value Pr(>F) 有意水準 
 
計画書の作成 
主効果 2.629  .114  
計画的 OJT のタイプ .869  .358  
交互作用  .053  .820  
 
役割の決定 
主効果 5.377  .027  * 
計画的 OJT のタイプ 3.641  .065 † 
交互作用 1.266  .269  
 
内容、期間の決定 
主効果 2.192  .148  
計画的 OJT のタイプ .949  .337  
交互作用 .107  .746  
 
段階的な実施 
主効果 1.924  .175  
計画的 OJT のタイプ .408  .523  
交互作用効果 1.084  .305  
 
継続的な実施 
主効果 13.827  .001  *** 
計画的 OJT のタイプ .159  .693  
交互作用 2.5626   .119  
†p<.1,*p<.05,**p<.01,***p<.001 
 






5.3.6 計画的 OJTにおける認識レベルの差による 
部下育成態度への影響 
(1)意識レベルの設定 
計画的 OJT のタイプの各因子において、OJT 担当者群と OJT 対象者群の因子
得点を用いる。OJT 担当者群及び OJT 対象者群の計画的 OJT のタイプの各因子
の得点において、4.5 以上を高群、3.5 以上から 4.5 未満を中群、3.5 未満を低






(2)OJT 担当者と OJT 対象者の意識レベルにおける 
分散分析の結果 
 






























図 5.11  校務に関する指導と肯定的関与 図 5.12 校務に関する指導と展望の示唆 



































































図 5.16 自己主導型学習に関する指導と委任 図 5.15 自己主導型学習に関する指導と展望の示唆 



































































表 5.12 計画的 OJTのタイプと部下育成態度に関する分散分析の結果 
計画的 OJTのタイプ 部下育成態度 対象者 担当者 交互作用 
F 値 P 値 F 値 P 値 F 値 P 値 
校務に関する指導 肯定的関与 6.528  .004** .164  .850 3.183 .039* 
展望の示唆 9.343  .001*** .806  .456 3.042  .045 
委任 6.547  .005** .727  .492 1.797 .170 
自己主導型学習に関
する指導 
肯定的関与 2.309 .118 .724 .493 .123 .973 
展望の示唆 12.169  .000*** 4.666  .018* 5.035  .003** 
委任 2.796  .078 1.798   .184 .732  .578 
参与観察による直接
指導 
肯定的関与 11.869  .000***  1.333  .281 1.131   .362 
展望の示唆 5.536  .009** .347  .710 .707 .594 

































る。関連して、図 3.4 の計画的 OJTのタイプを分析するために用いられた項目

































図 5.20 計画的 OJTの効果を規定するパスダイアグラム(N=37) 
 
第３に、分散分析の結果、計画性と計画的 OJT のタイプの関係において OJT
担当者と OJT対象者の認識がパフォーマンスに及ぼす影響が明らかになった。







第４に、計画的 OJT のタイプの自己主導型学習に関する指導に当たって OJT
担当者の意識レベルに応じて部下育成態度が行われるということである。計画






















5.5  まとめ 
本章では、ペアデータを用いて計画的 OJTのタイプと計画性の関連、計画的


















がなされてきたが OJT 担当者と OJT対象者双方が分析の対象ではなかった。本

































目の OJT の効果の蓄積により、２年目では多様な内容になると考えられる。 








6.1.1  本研究の成果 
 先行研究に見られなかった本研究の成果として、以下の４点が考えられる。 
第１に、OJT 対象者と OJT 担当者の双方の視点から計画的 OJT の実施による
効果を明らかにしたことである。先行研究における OJTの効果モデルは、対象
者、または、OJT 担当者のいずれか一方のデータによる分析であった。本研究
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 OJT 担当者（指導教諭）用  
































【問合せ先】筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 経営システム科学専攻 
佐野研究室 修士課程２年   
村上 正昭（電子メール: mmmkn2000@yahoo.co.jp） 
 




◇昨年度、初任者、２年目、3 年目教諭を指導した OJT 担当者※１の方が本アンケー
トの対象です。 










１     ２      ３      ４     ５  
全く          あまり        どちらとも    やや          よく 
当てはまらない  当てはまらない   いえない    当てはまる     当てはまる 
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Ⅰ あなたの担当した OJT 対象者（昨年度時点の状況）についてお答えください。 
 
 【 昨年度担当した OJT 対象者の昨年度時点での経験年数 】・・・（    ）年目 
 
【 OJT 対象者の年齢  】・・・・・・・・・・・・・・・・・ （     ）歳  
 
 【 OJT 対象者の性別  】・・・・・・・・・・・ ・・・・ １．男性  ２．女性               
 
 【 職務上の関係    】  
１．同学年          ２．同じブロック（例：低学年、中学年、低学年） 
３．対象者は担任であるが、担当者は専科、または、少人数指導 





Ⅱ 昨年度時点のあなたご自身についてお答えください。番号で回答する箇所には、該当    
する番号に○印をつけてください。 
                    
【性  別】 １．男性     ２．女性 
 
【年  齢】 １．２０代    ２．３０代    ３．４０代    ４．５０代 
 
【勤続年数】 １．1～4 年      ２．5～８年      ３．９～12 年 
       ４．12～15 年     ５．16～19 年     ６．20～23 年 
       ７．24～27 年     ８．28～31 年     ９．31 年以上 
 
【現任校年数】 １． １年目   ２． ２年目   ３． ３年目   ４． ４年目      
５． ５年目  ６． ６年目    ７． ７年目   ８． ８年目      
        ９． ９年目        10． 10 年目以上 
      
【担当学年】  １． 担当学年（    ）年     ２． 専科（      ） 
 
【職   層】    １．教諭      ２．主任教諭    ３．主幹教諭   
 
【学  級  数】  １． ６～ 11 学級   ２． 12～17 学級 
        ３． 18～23 学級    ４． 24 学級以上 
 









Ⅲ OJT担当者として、昨年度、実施した OJTについてお答えください。 
問１ 昨年度行われた OJT では、どのようなことが決められていましたか。以下の各項目
について、当てはまる数字を一つ選んで○をつけてください。 
 
(1) 計画書が作成されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 担当者、対象者が定められていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 期間、内容が具体的に定められていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 段階的に実施されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 継続的に実施されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
 
 




(1) 授業に関する知識・技術について直接指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 児童の生活指導に関する知識・技術について直接指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 校務に関する知識・技術について直接指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 外部との折衝に関する知識・技術について直接指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 生活や仕事態度についてのアドバイスを与えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 担当している仕事についての意義や意味を伝えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) 同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担について指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 仕事の全体像を伝えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) あなた自身の授業や仕事の様子を観察する機会を与えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 授業や仕事の様子を観察する際のポイントについての指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) 職場の他の先輩や同僚からも指導を受けられるよう配慮した １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(12) 指導状況を職場メンバーと共有した １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(13) 仕事を進めるために必要となる情報を集めるよう指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(14) 仕事における改善案を考えさせた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(15) 特定の仕事について責任を与えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(16) 問題を解決する場面を与え、指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(17) 自分が成長していくための仕事上での目標のたて方について指導を
行った 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(18) 自分が成長していくための仕事上での計画のたて方について指導を
行った 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(19) 自分が成長していくための仕事上での自己評価の仕方について指導
を行った 









(1) 言葉と態度で存在を認めた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 長所、短所に応じて指導を行った １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 良かった点、成長した点を認めた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 成長を期待していることを伝えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 成功、失敗に関わらず、まずはねぎらった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 取り組みに関して無関心であった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) OJT対象者の立場にたって、話を聞いたり、話をしたりした １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 問いかけに肯定的に反応した １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) 成功失敗の原因を自分の言葉で語らせた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 成功失敗のパターンを認識させた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) よりよい方法を考えさせた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(12) 職場のビジョンを説明した １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(13) 現在の仕事が今後どのように生きるのか教えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(14) 成長のイメージをもたせた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(15) 緊張を緩和するように接した １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(16) いつでも相談にのった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(17) 仕事に対してチャレンジする姿を見せた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(18) あなた自身が、手本となるような仕事をするよう心がけた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(19) 少し背伸びをして届く目標をもたせた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(20) 適度なストレスとなる難易度の仕事を与えた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(21) 仕事が完了するまでまった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 






(1) 教職員のそれぞれの活動に学校の教育目標が意識されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 教職員間には、他人の努力の成果を積極的に評価する雰囲気があった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 教育活動や校務処理に関して、互いに指導・助言しあっていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 教職員は、子どもたちの成長の様子を話題にすることが多かった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 教職員間には「われわれ」という集団意識があった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 教職員は、この学校に勤務していることを誇りに思っていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) 仕事に必要な知識や技能を積極的に伸ばそうとする気風に富んでいた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 教職員は、指導方針が保護者・地域に理解されるように取り組んでい
た 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) 教職員はそれぞれの教育方針や活動について、互いに無関心であった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 会議では、活発な討論が行われ、各自の意見を自由に交換できた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) 教職員同士で、個人的な悩みなどが相談できた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
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Ⅵ 昨年度、実施した OJT により、OJT 対象者が成長したと感じる点についてお答えく
ださい。以下の各項目について、当てはまる数字を一つ選んで○をつけてください。 
 
(1) より適切な授業計画や授業実施ができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) より適切な生活指導ができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 校務に参画することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 仕事における目標を見出すことができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 目標達成のための手立てを具体的に考えることができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) 目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 場当たり的に職務に取り組むようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) 仕事全体の進捗状況を把握することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) 仕事内容を検討し問題を抽出することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(12) 仕事に必要な情報を収集・分析することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(13) 複数の案や問題点に関し、それぞれの重要度、緊急度、効果等を判断す
ることができるようになった 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(14) 課題に対して自ら意思決定し、実行することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(15) 上から、指示、監督されなくとも自己の職務を自らの責任をもって完遂
することができるようになった 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(16) 常に自己啓発に努めるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(17) 困難な業務や業務の改善に意欲的に取り組むことができようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(18) 課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(19) 率先して仕事の問題を解決するようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(20) 積極的に困難な仕事に取り組むようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(21) 期待以上に一生懸命働くようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(22) 自己修練と自己管理を実践するようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(23) 重要な職務には細心の注意を払うようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(24) やりがいのある職務に割り当ててもらえるように求めるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(25) 先輩、同僚と連携・協力して行動することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(26) 先輩、同僚等の周囲の人の求めていることを敏感に感じ取り、反応する
ことができるようになった 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 












 OJT 対象者用      
































【問合せ先】筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 経営システム科学専攻 







◇ 昨年度（2011 年４月～2012 年３月）の１年間の状況を回答者ご自身でご記入ください。 















１       ２        ３       ４      ５  
全く                あまり           どちらとも   やや             よく 
当てはまらない 当てはまらない    いえない       当てはまる       当てはまる 
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Ⅰ  昨年度時点のあなたご自身についてお答えください。 番号で回答する箇所には、
該当する番号に○印をつけてください。 
                    
【性  別】 １．男性     ２．女性 
 
【年  齢】  １．２０代    ２．３０代    ３．４０代    ４．５０代 
 
【勤続年数】 ※昨年度時点 （     ）年目  
 
【担当学年】 ※昨年度時点  １． 担当学年（    ）年     ２． 専科（      ）   
 
 
【学級数】  １． ６～ 11 学級   ２． 12～17 学級 
        
３． 18～23 学級    ４． 24 学級以上 
 




Ⅱ あなたを担当した OJT 担当者※１（昨年度時点の状況）についてお答えください。 
 
 【 OJT 担当者の昨年度時点での経験年数 】 
 
１．1～4 年目    ２．5～８年目    ３．９～12 年目   ４．12～15 年目 
５．16～19 年目   ６．20～23 年目   ７．24～27 年目  ８．28～31 年目 
９．31 年以上目   10．不明 
  
 【 OJT 担当者の職層 】 １．教諭     ２．主任教諭     ３．主幹教諭 
      
 【 OJT 担当者の年齢 】 １．２０代  ２．３０代  ３．４０代  ４．５０代 
 
 【 OJT 担当者の性別 】 １．男性  ２．女性               
 
 【 職務上の関係   】  
１．同学年          ２．同じブロック（例：低学年、中学年、低学年） 
３．対象者は担任であるが、担当者は専科、または、少人数指導 
４．その他（記述：                            ） 
 




Ⅲ 昨年度受けた OJTについてお答えください。 




(1) 計画書が作成されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 担当者、対象者が定められていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 期間、内容が具体的に定められていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 段階的に実施されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 




問２ 昨年度、受けた OJT の内容について、以下の各項目で当てはまる数字を一つ選んで
○をつけてください。 
 
(1) 授業に関する知識・技術について直接指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 児童の生活指導に関する知識・技術について直接指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 校務に関する知識・技術について直接指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 外部との折衝に関する知識・技術について直接指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 生活や仕事態度についてのアドバイスを受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 担当している仕事についての意義や意味を伝えられた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) 同僚と協力して職務に当たる際の役割や分担について指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 仕事の全体像を伝えられた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) OJT担当者の授業や仕事の様子を観察する機会を与えられた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 授業や仕事の様子を観察する際のポイントについての指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) 職場の他の先輩や同僚からも指導を受けられるよう配慮された １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(12) OJT担当者は、指導状況を職場メンバーと共有していた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(13) 仕事を進めるために必要となる情報を集めるよう指導をうけた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(14) 仕事における改善案を考えさせられた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(15) 特定の仕事について責任を与えられた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(16) 問題を解決する場面を与えられ、指導を受けた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(17) 自分が成長していくための仕事上での目標のたて方について指導を
受けた 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(18) 自分が成長していくための仕事上での計画のたて方について指導を
受けた 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(19) 自分が成長していくための仕事上での自己評価の仕方について指導
を受けた 




Ⅳ OJT 担当者が OJT を実施する際に、工夫、または意識してくれたことについてお答
えください。以下の各項目について、当てはまる数字を一つ選んで○をつけてください。 
 
(1) 言葉と態度で存在を認めてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 長所、短所に応じて指導してくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 良かった点、成長した点を認めてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 成長を期待していることを伝えられた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 成功、失敗に関わらず、まずはねぎらってくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 取り組みに無関心であった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) あなたの立場にたって、話を聞いたり、話をしたりしてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 問いかけに肯定的に反応してくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) 成功失敗の原因を自分の言葉で語らせてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 成功失敗のパターンを認識させてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) よりよい方法を考えさせてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(12) 職場のビジョンを説明してくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(13) 現在の仕事が今後どのように生きるのか教えてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(14) 成長のイメージをもたせてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(15) 緊張を緩和するように接してくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(16) いつでも相談にのってくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(17) 仕事に対してチャレンジする姿を見せてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(18) OJT担当者は、手本となるような仕事ぶりをみせてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(19) 少し背伸びをして届く目標をもたもたせてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(20) 適度なストレスとなる難易度の仕事を与えてくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(21) 仕事が完了するまでまってくれた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 





(1) 教職員のそれぞれの活動に学校の教育目標が意識されていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) 教職員間には、他人の努力の成果を積極的に評価する雰囲気があった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 教育活動や校務処理に関して、互いに指導・助言し合っていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) 教職員は、子どもたちの成長の様子を話題にすることが多かった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 教職員間には「われわれ」という集団意識があった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 教職員は、この学校に勤務していることを誇りに思っていた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
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(7) 仕事に必要な知識や技能を積極的に伸ばそうとする気風に富んでいた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 教職員は、指導方針が保護者・地域に理解されるように取り組んでい
た 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) 教職員はそれぞれの教育方針や活動について、互いに無関心であった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 会議では、活発な討論が行われ、各自の意見を自由に交換できた １－ ２－ ３－ ４－ ５ 





(1) より適切な授業計画や授業実施ができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(2) より適切な生活指導ができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(3) 校務に参画することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(4) より適切に保護者、地域、外部機関に対応できるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(5) 仕事における目標を見出すことができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(6) 目標達成のための手立てを具体的に考えることができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(7) 目標達成に向けて、自主的に取り組むことができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(8) 場当たり的に職務に取り組むようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(9) 仕事全体の進捗状況を把握することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(10) 進捗状況の把握をもとに、職務に取り組むことができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(11) 仕事内容を検討し問題を抽出することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(12) 仕事に必要な情報を収集・分析することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(13) 複数の案や問題点に関し、それぞれの重要度、緊急度、効果等を判断す
ることができるようになった 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(14) 課題に対して自ら意思決定し、実行することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(15) 上から、指示、監督されなくとも自己の職務を自らの責任をもって完遂
することができるようになった 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(16) 常に自己啓発に努めるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(17) 困難な業務や業務の改善に意欲的に取り組むことができようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(18) 課題を成し遂げるための障害を克服し続けるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(19) 率先して仕事の問題を解決するようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(20) 積極的に困難な仕事に取り組むようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(21) 期待以上に一生懸命働くようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(22) 自己修練と自己管理を実践するようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(23) 重要な職務には細心の注意を払うようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(24) やりがいのある職務に割り当ててもらえるように求めるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(25) 先輩、同僚と連携・協力して行動することができるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(26) 先輩、同僚等の周囲の人の求めていることを敏感に感じ取り、反応する
ことができるようになった 
１－ ２－ ３－ ４－ ５ 
(27) 職場内で職務に関する情報を共有できるようになった １－ ２－ ３－ ４－ ５ 
 
以上で回答は終了です。回答にご協力いただき、ありがとうございました。 
 
 
 
